
活動プログラム展開案④＜中学校＞

「友達のトラブルを解決する方法を知ろう」

◆本時のねらい

・友達のトラブルを解決する方法について知ることができる。

◆授業前の取り扱い

・ペアやグループをつくる場合は意図的な構成を行い、生徒の心理的な負担をできる限り減らすよう

に配慮する。

・本時の内容について配慮を要する生徒がいる場合は、本時の活動の内容や流れを事前に知らせる。

◆展開 (本時で使用する【スライド１】～【スライド13】は、展開案の後に示しています。

なお、スライド資料を使用せずに、板書することも可能です。)

学習活動 教師の働き掛け(◯) 予想される生徒の反応（・） 指導上の留意点

１．前時の学習につい 【スライド１】

て振り返る。 ○前の時間は、「トラブルにならないような話し方」

【３分】 について学習しました。話し方のポイントは４つ

ありましたが、覚えていますか。

【話し方のポイント】

① 事実（問題）の確認をする

② 自分の気持ちを伝える

③ 相手にどうしてほしいのかを提案する

④ 解決につながる提案をする

２．本時のめあてを知 ○これまで、「トラブルはなぜ起きるのか」という

る。 ことで、怒りの感情や怒りのコントロールの仕方

【７分】 について学習しました。また、「トラブルが起き

ないようにするためにはどのようにすればよい

か」ということで、トラブルにならないような話

し方について考え、練習しました。でも、トラブ

ルが起きてしまうことは自然なことです。今日は、

「友達２人の間でトラブルが起きたときにどのよ

うにすればよいか」について学習していきます。

【スライド２】

◯今日考えるトラブルは、皆さんの身の回りによく ・佐賀県での調査でも

ある場面です。佐賀県の中学生を対象に実施した 一番多いトラブルの

「友達との間で起きたトラブルについての調査結 場面であることを伝

果」です。 える。

・ワークシートＡを配

付する。

【トラブルの場面①】

部活動の時間に、ＡさんがＢさんに「真面目に練習してほしい」と注意しましたが、

Ｂさんは「真面目に練習している」と言って、もめています。

【スライド３】

◯部活動で、ＡさんがＢさんに「真面目に練習して

ほしい」と注意したが、Ｂさんは「真面目に練習

している」と言ってＡさんとＢさんがもめていま
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す。

【スライド４(動画)】

◯それでは、どのような様子か動画を見てみましょ

う。

◯この後、どのようになると思いますか。 ・いろいろな解決法が

・更に言い合いになる あることに気付かせ

・他の人(同級生・キャプテン・顧問の先生)に言 る。

う ・価値観の違いが原因

・無視する でトラブルになって

いることに触れる。

【スライド５】

◯いろいろな解決方法があると思いますが、今日

は、もめている２人の間にＣさんが入ってトラ

ブルを解決する方法について学習します。

【本時のめあて】 友達のトラブルを解決する方法を知ろう

３．トラブル場面での 【スライド６】

解決方法を考える。 ◯あなただったら、どのように声を掛けますか。ワ ・数名を指名し、発表

【10分】 ークシートＡの１に書きましょう。 させる。

【スライド７(動画)】

◯間に入るＣさんが、どのようなことに気を付けて ・Ｃが介入することで

ＡさんとＢさんのトラブルを解決しているのか考 もめごとが終息して

えながら、動画で見てみましょう。 いく変容を理解する

ために、全体を通し

(動画視聴後) て動画を流す。

○トラブルを解決している様子を見て、Ｃさんのど ・ＡやＢの気持ちの変

のようなところが良かったか、気付いたことを発 化についても考えさ

表してください。 せ、Ｃの関わり方に

・解決するために、２人の間に入ることの了解を ついて理解を深める。

得ていた。

・２人に、相手の話を最後まで聴くことを約束さ

せていた。

・２人の話のポイントを繰り返して確認しなが

ら、平等に聴いていた。

・トラブルを解決するためのルールの確認をして

いた。

・どうしたら解決できるのか、２人に考えさせて

いた。

○Ｃさんは、２人の言い分をしっかりと聴き、Ａさ ・解決するのは当事者

んとＢさんが解決案を見付ける手助けをしていま であり、Ｃは、相手

した。 を裁くという考え方

で接するのではなく、

○もし、Ｃさんが解決案を途中で言ったとしたら、 両者の言い分をしっ

ＡさんやＢさんはどのように思うでしょうか。 かりと聴きとめ、冷

・勝手に決めてほしくない 静に解決に向かうよ

・まだ、言いたいことがあったのに うに援助していく姿

勢が必要であること
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○トラブルを解決するためには、Ｃさんのように助 を伝える。

言したり、どのようにするべきかを教えたりせず

に、ＡさんとＢさんが解決していくことが大切で

す。

４．トラブル解決のポ 【スライド８(動画)】

イントを確認する。 ◯それでは、もう一度動画を見ながら確認してみま ・気付かせたいトラブ

【５分】 しょう。 ル解決のポイントが

出てくるところで、

ポイントを提示しな

【スライド９】 がら確認する。

○トラブル解決のポイントをワークシートＡの２に ・それぞれのポイント

まとめてみましょう。 について具体的にど

トラブル解決のポイントは４つあります。 のようにすればよい

のかを全体で確認す

る。

【トラブル解決のポイント】

① トラブルの当事者である２人に、間に入るこ

とを確認する

② トラブルの当事者である２人に、相手の話を

最後まで聴くことを約束させる

③ トラブルの当事者である２人の言い分を繰り

返しながら平等に聴く

④ 解決案を出さない

※トラブルが解決しない場合は、大人に話す

５．トラブル解決のポ 【スライド10】

イントを使った台詞 ○今日考えるもう１つのトラブルも、皆さんの身の ・ワークシートＢを配

を考える。 回りによくある場面です。 付する。

【20分】

【トラブルの場面②】

放課後、先生に係の仕事で呼ばれたときに、ＡさんもＢさんも行きたくなくてもめてい

ます。

○２人の様子が心配になったＣさんが２人に声を掛

けているところです。

【スライド11】

○もめている状況を説明します。

【もめている状況】

Ａ：Ｂさん、放課後の係の仕事、行ってよ！

Ｂ：は？なんで？勝手に決めないでよ！

Ａ：だから、今頼んでるじゃない。

Ｂ：だったら、私（僕）だって頼みたい。Ａさん、行ってよ！

Ｃ：２人とも、どうしたの？

Ｂ：係の仕事で呼ばれたんだけど、この人が私（僕）に行けって言うんだ！

Ａ：行けって言ってない。行ってほしいと頼んだのに、急に怒り出したんじゃない！

【スライド12】

○皆さんがＣさんだったら、この後どのような声掛

けをして間に入りますか。トラブル解決のポイン
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トを使って間に入るときの台詞を考え、ワークシ

ートＢに記入しましょう。

○１つ目のトラブルの台詞を参考にしてもよいで

す。

○書き終わった人は、Ｃさんの台詞に印を付け、シ ・全員が書き終わった

ナリオの読み方を練習しましょう。 ことを確認する。

次の授業では、このシナリオを使って練習をしま

す。

６．本時の学習を振り 【スライド13】

返る。 ○学習したことを振り返ります。振り返りシートに ・振り返りシートを配

【５分】 記入しましょう。 付する。

◯今日の学習の気付きや感想を発表しましょう。 ・数名の生徒に本時で

・トラブルを解決するためには、間に入る人が平 分かったことやでき

等に話を聴くことが大切だと思った。 るようになったこと

・今日学習したトラブル解決のポイントを意識し など授業の感想を紹

て友達の話を聴いてみたいと思った。 介させ、全体で共有

・もめている人の間へ入る台詞が難しかった。 する。

・実際に、間に入る自信がない。

○今日学習したトラブル解決のポイントは、トラブ ・トラブル解決のポイ

ルの場面だけでなく、普段の生活の中でも生かす ントは、トラブルの

ことができるものです。普段から、互いが意識し 場面だけでなく、友

て生活することで、トラブルが減っていくのでは 達とのコミュニケー

ないかと思います。 ションの場面でも、

必要なスキルである

ことを学級の実態に

応じて話をする。

○次の時間は、今日考えたシナリオを使って、トラ ・次時の学習について

ブルを解決する練習をします。自分たちでトラブ 知らせる。

ルを解決できるように練習しましょう。

◆評価の視点

・友達のトラブルを解決する方法について知ることができたか。

◆授業後の取り扱い

・生徒の感想を朝の会や帰りの会、学級通信などで紹介する。

・学習したポイントを学級内に掲示し、折に触れて確認する。

・学級通信などで活動の内容を紹介し、家庭での様子を見守っていただくようにする。

・学年間で活動内容等を共有し、学校生活における生徒の様子を観察する。
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【めあて】友達のトラブルを解決する方法を知ろう

板書計画(４時目)

【トラブル解決のポイント】

① 間に入ることを確認する
② 相手の話を最後まで聴くことを約束させる
③ ２人の言い分をくり返しながら平等に聴く
④ 解決案を出さない

※トラブルが解決しない場合は、大人に話す

※ポイントは「・」や「①②③・・・」
などで示します。それ以外に
生徒からヒントとなる意見が出
された場合も、下方に板書して
おきます。

【図や表など】

※導入のためのグラフや表、
または前時の学習で使用
した資料やなどを提示しま
す。

【トラブルの場面の
シナリオ】

【学習後の感想】
・
・
・
・
・

※学習を振り返って気付きや
感想を出してもらい、「・」な
どで示します。

※生徒が身近なこととして
捉えることができるように、
生徒が普段使っている言
葉に直して提示します。
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

前の時間は、「トラブルにならないような話し方」について学習しました。
話し方のポイントは４つありましたが、覚えていますか。

●① 事実(問題)の確認をする
●② 自分の気持ちを伝える
●③ 相手にどうしてほしいのかを提案する
●④ 解決につながる提案をする
でした。
これまで、「トラブルはなぜ起きるのか」ということで、怒りの感情や怒りの
コントロールの仕方について学習しました。
また、「トラブルが起きないようにするためにはどのようにすればよいか」と
いうことで、
トラブルにならないような話し方について考え、練習しました。
でも、トラブルが起きてしまうことは自然なことです。
今日は、「友達２人の間でトラブルが起きたときに、どのようにすればよいか」に
ついて学習していきます。

【スライド１】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】
(●印のとき、アニメーションを動かす)

今日考えるトラブルは、皆さんの身の回りによくある場面です。
佐賀県の中学生を対象に実施した「友達との間で起きたトラブルについての
調査結果」です。

●第１位は、「部活動で、ＡさんがＢさんに・・・(※読み上げる)」でした。

【スライド２】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

部活動で、ＡさんがＢさんに「真面目に練習してほしい」と注意しましたが、
Ｂさんは「真面目に練習している」と言ってＡさんとＢさんがもめています。

【スライド３】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

それでは、どのような様子か動画を見てみましょう。

この後、どのようになると思いますか。

【スライド４(動画)】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

いろいろな解決方法があると思いますが、今日は、もめている２人の間にＣさんが入っ
てトラブルを解決する方法について学習します。

今日のめあては、友達のトラブルを解決する方法を知ろうです。

【スライド５】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

あなただったら、どのように声を掛けますか。
ワークシートＡの１に書きましょう。

【スライド６】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

間に入るＣさんが、どのようなことに気を付けてＡさんとＢさんのトラブルを解決している
のか考えながら、動画で見てみましょう。

(動画視聴後)
トラブルを解決している様子を見て、Ｃさんのどのようなところが良かったか、
気付いたことを発表してください。

Ｃさんは、２人の言い分をしっかりと聴き、ＡさんとＢさんが解決案を見付ける
手助けをしていました。
もし、Ｃさんが解決案を途中で言ったとしたら、ＡさんやＢさんはどのように
思うでしょうか。

トラブルを解決するためには、Ｃさんのように助言したり、どのようにするべきかを教え
たりせずに、ＡさんとＢさんが解決していくことが大切です。

【スライド７(動画)】

平成26・27年度 小・中・高等学校教育相談

本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

それでは、もう一度動画を見ながら確認してみましょう。

【スライド８(動画)】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

トラブル解決のポイントをワークシートＡの２にまとめてみましょう。
トラブル解決のポイントは４つあります。

① トラブルの当事者である２人に、間に入ることを確認する
② トラブルの当事者である２人に、相手の話を最後まで聴くことを約束させる
③ トラブルの当事者である２人の言い分を繰り返しながら平等に聴く
④ 解決案を出さない

です。

また、トラブルが解決しない場合は、大人に話すことも大切です。

【スライド９】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

今日考えるもう１つのトラブルも、皆さんの身の回りによくある場面です。

放課後、先生に係の仕事で呼ばれたときに、ＡさんもＢさんも行きたくなくてもめていま
す。
２人の様子が心配になったＣさんが、２人に声を掛けているところです。

【スライド10】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】
※生徒が普段使っている言葉に直して提示するとより効果的です。

もめている状況を説明します。

【スライド11】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

皆さんがＣさんだったら、この後どのような声掛けをして間に入りますか。
トラブル解決のポイントを使って間に入る時の台詞を考え、ワークシートＢに
記入しましょう。

１つ目のトラブルの台詞を参考にしてもよいです。
書き終わった人は、Ｃさんの台詞に印を付け、シナリオの読み方を練習しましょう。
次の授業では、このシナリオを使って練習をします。

【スライド12】
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本時で使用するスライドと、スライドを提示する際の教師用シナリオです。

【このスライドを提示する際の教師用シナリオ】

学習したことを振り返ります。
振り返りシートに記入しましょう。

今日の学習の気付きや感想を発表しましょう。

今日学習したトラブル解決のポイントは、トラブルの場面だけでなく、普段の生活の中
でも生かすことができるものです。
普段から、互いが意識して生活することで、トラブルが減っていくのではないかと
思います。

次の時間は、今日考えたシナリオを使って、トラブルを解決する練習をします。
自分たちでトラブルを解決できるように練習しましょう。

【スライド13】


